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2 0 2 5 - 2 6 年 度 国 際 ロ ー タ リ ー メ ッ セ ー ジ  

「 よ い こ と の た め に 手 を 取 り あ お う 」  

2 0 2 5 - 2 6 年 度 ク ラ ブ テ ー マ  

「 親 睦 が 原 点 」  

 

週  報  第 ２ ８ ０ ８ 回  

２ ０ ２ ５ 年 ９ 月 ２ ６ 日  

              八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  C L U B  N O . 1 5 0 7 0  

テーマ：国際奉仕について 

担  当：国際奉仕委員会      卓話者：高田新也様 

テーマ：ロータリーとの絆  

担 当：米山奨学委員会      卓話者：玄 香花様 
♦ ♢ ♦ ♢ 第 ２ ８ ０ ７ 例 会 ♢ ♦ ♢ ♦  

 
司 会  谷 田 貝  彰  

 
「 そ れ で こ そ ロ ー タ リ ー 」  
「 あ か と ん ぼ 」  斉 唱  
 
お 客 様  
 
佐 倉 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  

直 前 会 長  黒 澤 達 哉 様  
直 前 幹 事  村 上   清 様  

 
会 長 挨 拶     会 長  中 島 貞 好  

 
 今 日 は ロ ー タ リ ー ク ラ ブ と ラ イ オ ン ズ ク ラ
ブ の 違 い に つ い て 改 め て お 話 い た し ま す 。  

ロ ー タ リ ー ク ラ ブ は 、 世 界 で 3 7 , 0 0 0 ク ラ
ブ 約 1 1 5 万 人 。 日 本 で は 、 2 , 2 6 2 ク ラ ブ で
8 9 , 7 3 3 人 。 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ は 、 世 界 で
4 9 , 0 0 0 ク ラ ブ 、 1 4 0 万 人 。 日 本 で は 、
2 , 7 0 2 ク ラ ブ で 9 3 , 5 5 5 人 。  

ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ の 方 が 規 模 が 大 き く 、
実 践 ・ 実 動 的 な 地 域 に 根 差 ざ す 世 界 最 大
の 奉 仕 団 体 と 認 識 さ れ て い ま す 。 ロ ー タ リ
ー ク ラ ブ は 地 域 社 会 の み な ら ず 、 財 団 を 活
用 し た 国 際 的 プ ロ ジ ェ ク ト （ ポ リ オ 撲 滅 な
ど ） の 世 界 規 模 で 展 開 さ れ ま す 。  

こ の よ う に 、 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ と ロ ー タ リ
ー ク ラ ブ は 同 じ 奉 仕 団 体 で あ り な が ら 、 理
念 、 費 用 、 例 会 の 頻 度 や 拘 束 感 に 明 確 な
違 い が あ り ま す 。 我 が ク ラ ブ と し て も 会 員 増
強 に 力 を 入 れ て い ま す が 、 入 会 を 考 え て
頂 く 方 々 に 大 切 な 事 は 、 自 分 が 求 め る 活
動 の 軸 が 「 地 域 に 根 差 し た 実 働 」 な の か

「 国 際 的 な つ な が り や 財 団 活 動 」 な の か を
見 極 め る こ と で す 。 次 の 一 歩 と し て 、 例 会
を 実 際 に 見 学 し 、 費 用 や 活 動 内 容 を 比 較
検 討 す る こ と で 、 自 分 に 合 っ た 選 択 肢 が 見
え て き ま す 。 納 得 し て 参 加 す る こ と が 長 く
続 け る 鍵 で す 。  

 
幹 事 報 告       幹 事  朝 戸 健 夫  
 
・ ラ ー ニ ン グ セ ミ ナ ー ( 情 報 研 修 会 ) 開 催  



- 2 -

1 1 / ８ ( 土 )  １ ４ 時 点 鐘 ｳ ｲ ｼ ｭ ﾄ ﾝ ﾎ ﾃ ﾙ ﾕ ｰ ｶ ﾘ  

出 欠 表 を 回 覧 し ま す の で 、 ご 記 入 下 さ い 。  

・ 地 区 委 員 推 薦 の お 願 い が き て お り ま す 。  

・ 本 日 例 会 終 了 後 ６ ０ 周 年 実 行 委 員 会 開 催  

・ R L I パ ー ト ① 開 催  ３ 名 出 席 予 定  

・ 大 滝 R C 主 催 チ ャ リ テ ィ ゴ ル フ コ ン ペ 開 催

１ １ / ７  参 加 希 望 の 方 は お 声 が け 下 さ い 。  

・ 米 山 学 友 会 B B Q 大 会 開 催  
 
他 ク ラ ブ  1 0 月 例 会 日 変 更 の お 知 ら せ  
 
習 志 野 Ｒ Ｃ  ８ ・ ２ ２ 休 会  ２ ９ 夜 間  

習 志 野 中 央 Ｒ Ｃ  ２ ３ 夜 間  ３ ０ 休 会  

八 千 代 中 央 Ｒ Ｃ  １ ４ 休 会  ２ ８ 夜 間  

佐 倉 中 央 Ｒ Ｃ  ８ ・ １ ５ 休 会  ２ ２ 夜 間  
 

お 客 様 挨 拶  
 
佐 倉 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  

直 前 会 長  黒 澤 達 哉 様  

 
 わ た く し は 習 志 野 で 産 ま れ ま し た が 、 八
千 代 台 東 小 学 校 、 八 千 代 中 学 校 、 八 千 代
台 西 中 学 校 １ 期 生 で す 。 佐 倉 よ り も こ ち ら
の 方 が 地 元 の 様 な 感 じ が し て ほ っ と し て お
り ま す 。 杉 山 さ ん は 高 校 の 先 輩 で 、 弟 さ ん
は 同 級 生 で と て も 仲 良 く さ せ て も ら い ま し
た 。 君 塚 さ ん は わ た し の 弟 と 同 級 生 で 、 亡
き 母 は 欣 哉 君 、 欣 哉 君 と 呼 ん で い ま し た 。
八 千 代 R C は 厳 格 と 聞 い て い ま す し 、 親 ク
ラ ブ で 勉 強 し て 来 る よ う に 先 輩 が た か ら も
言 わ れ て 来 ま し た 。  
ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  
 

直 前 幹 事  村 上   清 様  
 

 前 年 度 の 会 長 幹 事 会 で は 安 宅 直 前 会
長 、 寺 沢 直 前 幹 事 に 大 変 お 世 話 に な り ま
し た 。 今 日 は 色 々 勉 強 さ せ て 頂 き ま す 。  
ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  
 

委 員 会 報 告  
 

社 会 福 祉 協 議 会  理 事  橋 本 幹 雄 様  
 
 社 会 福 祉 協 議 会 よ り 、 イ ベ ン ト と 講 座 の
ご 案 内 で す 。 沢 山 の ご 参 加 の お 願 い と 共
に 、 事 業 所 に リ ー フ レ ッ ト の 掲 載 を お 願 い
い た し ま す 。  
９ / ２ ７ ( 土 ) 市 民 活 動 推 進 講 座  
１ ０ / １ ９ ( 日 ) や ち よ 市 民 活 動 ﾌ ｪ ｽ ﾃ ｨ ﾊ ﾞ ﾙ  
１ ０ / ２ ８ ( 火 ) や ち よ j o b フ ェ ス  
１ １ / ３ ０ ( 日 ) や ち け あ フ ェ ス  
 
親 睦 活 動 委 員 会   委 員 長  佐 々 木 俊 一  
 
月 見 の 会 ( 新 入 会 員 歓 迎 会 ) 開 催  
１ ０ / １ ７ ( 金 )  さ わ 田 茶 屋  1 8 時 点 鐘  
送 迎 バ ス ： 八 千 代 中 央 駅 1 8 時  
回 覧 し ま す の で 出 欠 を ご 記 入 下 さ い 。  
 

お 祝  
 
結 婚 記 念 日 ： 橋 本 会 員 ・ 杉 会 員  
夫 人 誕 生 日 ： 谷 田 貝 恭 子 様  

鈴 木 由 美 様 （ 鈴 木 健 治 ）  
 

例 会 行 事  
ク ラ ブ 管 理 運 営 委 員 会  

統 括 委 員 長  君 塚 欣 哉  
 
 鈴 木 会 員 に 卓 話 を お 願 い し ま し て 、 ご 本

人 に は 相 当 プ レ ッ シ ャ ー が か か っ て い る 様

で す 。 よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  
 
テ ー マ ： 職 人 の 歴 史  

卓 話 者 ： 鈴 木 健 治 会 員  

 
 こ ん に ち は ！ S A A の 鈴 木 健 治 で す 。  
ひ と 月 半 ほ ど 前 に 、 統 括 委 員 長 の 君 塚 さ
ん よ り 、 「 卓 話 を お 願 い し ま す 。 」 と 言 わ
れ 、 即 答 で お 断 り し た の で す が 、  
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「 鈴 木 さ ん が 、 ど ん な 人 か も っ と 知 り た い ん
で す 。 」 と 言 わ れ ま し て 、 私 は 、 単 な る 「 飲
ん べ ぇ の 大 工 で す 」 、 と 言 っ た ん で す
が 、 、 、 結 局 言 葉 巧 み に 口 説 か れ ま し た 。  

昨 年 の １ ０ 月 １ ８ 日 よ り 、 風 間 さ ん を 通 じ
て 、 皆 様 の 承 認 を 頂 き ま し て 、 八 千 代 ロ ー
タ リ ー ク ラ ブ に 入 会 を さ せ て 頂 き 、 ま だ 一
年 に 満 た な い で す が 、 今 日 ま で 出 席 は 皆
勤 で す 。 先 月 ８ 月 １ ４ 日 に 、 風 間 さ ん に 会
い に 行 っ て き ま し た 。 お 線 香 を 上 げ 、 手 を
合 わ せ て 報 告 を し て き ま し た 。  
君 塚 さ ん の 、 せ い で ( お か げ で ) 卓 話 を す る
事 に な り ま し た 。 目 を 開 け て 、 お 顔 を 見 ま
す と 、 笑 っ て い ま し た 。 今 も 、 ど こ か に 居 る
様 な 気 が し ま す 。  

そ れ で は 、 本 題 に 入 り ま す 。  
今 ま で 、 皆 さ ん の 卓 話 を 聞 い て お り ま し た
が 、 法 律 の 事 、 医 学 の 事 等 、 難 し い 、 た め
に な る お 話 で し た 。 私 は 、 学 問 も 知 識 も な
い の で 、 私 の 生 立 ち 、 職 人 の 環 境 の 中 で 、
言 い 伝 え ら れ た 事 ・ 教 え て も ら っ た 事 な ど
を 話 し た い と 思 い ま す 。  

私 ご と 、 昭 和 ３ ２ 年 に 、 東 京 都 江 戸 川 区
東 小 松 川 と 言 う 所 で 生 ま れ ま し て 、 現 在 ６ ８
歳 に な り ま す 。 父 は 、 大 工 の 棟 梁 ・ 親 方
で 、 叔 父 さ ん も 大 工 、 お じ い さ ん も 大 工 で
す 。 父 に 聞 い た と こ ろ 、 お じ い さ ん は 、 私
が 、 ２ 歳 の 時 に 、 工 場 の 高 い 屋 根 の 修 繕 を
し て い る 時 に 、 落 ち て 亡 く な っ た そ う で す 。  
ま た 、 ひ い お じ い さ ん は 、 木 挽 き 職 人 だ っ
た そ う で す 。 今 で 言 え ば 、 製 材 す る 職 人
で 、 「 山 師 」 と も 、 呼 ば れ た そ う で す 。 山 か
ら 、 木 を 倒 し て 、 柱 ・ 桁 ・ 梁 ・ 下 見 板 な ど 、
製 品 加 工 し て い た そ う で す 。  

私 の 兄 弟 は 、 兄 ・ 私 ・ 妹 ・ 弟 の ４ 人 で 男 ３
人 は 家 業 を 継 い で 大 工 に な り ま し た 。 当 時
は 、 家 の 家 業 を 継 ぐ の が 、 当 た り 前 の こ と
で 、 何 の 抵 抗 も あ り ま せ ん で し た 。 父 が 亡 く
な っ て 、 兄 が 後 を 継 ぎ 、 私 は 、 八 千 代 市 で
独 立 、 弟 も 独 立 し 、 工 務 店 の 社 長 を し て お
り ま す 。 ま た 、 そ の 子 供 も 、 兄 は 二 人 、 私 は
一 人 、 弟 は 三 人 、 こ れ ま た 全 員 が 家 業 を 継
ぎ 大 工 で 、 現 在 、 ３ ０ 代 ・ ４ ０ 代 で 活 躍 し て
お り ま す 。 鈴 木 家 は 大 工 し か の う が な い の
か も 知 れ ま せ ん 。  

父 は 、 ま ず 頑 固 で 亭 主 関 白 、 気 が 短 く 、
せ っ か ち で 昔 気 質 の 人 で し た 。 夕 飯 の 時
は み ん な で 一 緒 に 食 べ ま す 。 座 る 場 所 は
決 ま っ て い て 、 父 は 大 き な 神 棚 の 真 下 に 座
布 団 を ２ ・ ３ 枚 敷 き あ ぐ ら を か い て 、 日 本 酒
を 毎 晩 浴 び る ほ ど 飲 ん で い ま し た 。 父 か ら
見 て 、 右 側 に 長 男 の 兄 、 そ の 下 が 次 男 の
私 、 左 側 に 長 女 、 そ の 下 に 三 男 の 弟 、 以

下 住 込 み の 職 人 、 弟 子 た ち と 並 ん で 食 べ
ま す 。  母 は 、 お 櫃 の 脇 に 座 っ て  一 緒 に 食
べ た の を 見 た こ と が あ り ま せ ん で し た 。  

食 事 中 は テ レ ビ を 消 し ま す 。 話 し な が ら
な ん て 、 も っ て の ほ か で 無 言 で 食 べ ま す 。
父 が 、 酔 っ ぱ ら っ て き ま す と 、 ノ ウ ガ キ 、 自
慢 話 が 始 ま り ま す 。 弟 子 た ち に 、 「 大 工 に
誇 り を 持 て 、 職 人 の 中 で 、 屋 が 付 か な い の
は 大 工 だ け だ 」 左 官 屋 ・ 建 具 屋 ・ 電 気 屋 ・
畳 屋 ・ 瓦 屋 ・ ク ロ ス 屋 。 大 工 屋 と は 言 わ な
い 。 だ い た い 職 人 の 歴 史 が 違 う 。 江 戸 時 代
に ク ロ ス 屋 が い た か 、 電 気 屋 が い た か 、 鉄
骨 屋 が い た か ？ 江 戸 時 代 に 植 木 屋 は ・ ・ い
ま し た 。  

そ ん な 話 が 毎 日 で 、 大 工 に な る に は 、 梯
子 を 昇 る 様 に １ 段 、 1 段 、 極 め て 行 く ん だ 。
大 １ ・ 大 ２ ・ 大 ３ と 大 ９ ( 大 工 ) に な る ん だ 、 大
工 を 極 め る と 、 棟 梁 に な る ん だ 。 あ る 時 に
は 、 職 人 同 士 の 、 符 丁 ・ 口 調 を 教 え て く れ
ま し た 。 １ か ら ９ ま で 、 「 ほ ん ・ ろ ・ つ ・ そ ・
れ ・ た ・ よ ・ や ま ・ き 」 こ れ を 聞 い た の は 、 中
学 生 の 頃 で 、 「 い い か ら 覚 え ろ ！ 」 と 、 半 強
制 的 に 覚 え ま し た 。  

ど ん な 時 に 、 使 う の か と 言 う と 、 棟 梁 と 施
主 が 現 場 で 打 合 せ し て い る 時 に 、 畳 屋 が
寸 法 を 取 り に 来 て 、 施 主 の 前 で 、 父 が 畳 屋
に 「 ほ ん ・ れ 」 と 言 っ た ん で す 。 こ れ は 畳 一
枚 の 値 段 を 伝 え て い る ん で す 。 ほ ん ・ れ
/ 1 ・ 5  は 畳 一 枚 の 値 段 、 1 5 , 0 0 0 円 で す 。  
ま た 、 建 前 、 上 棟 式 の 時 に は 、 ご 祝 儀 が 出
ま す 。 そ の 中 身 を 、 大 工 職 人 同 士 が 、 「 つ
の 字 」 ・ 「 れ の 字 」 三 千 円 ・ 五 千 円 と 使 っ て
い ま す 。 今 で は 、 何 の 役 に も 立 ち ま せ ん 。  

昔 は 、 大 工 の こ と を 「 右 官 」 と 言 わ れ 、
「 右 に 出 る 者 は い な い 」 と 。 そ し て 大 工 の 神
様 は 、 聖 徳 太 子 。  差 し 金 ( 曲 尺 ・ 矩 尺 ) を 作
っ た 人 で 、 さ し が ね の 使 い 方 を 右 官 ( 大 工 )
に 、 教 え た と 言 わ れ た そ う で す 。 私 も 、 さ し
が ね 術 を 会 得 し ま し た が 、 ま ず 、 優 れ も の
で 、 神 様 だ な ー と 思 い ま す 。 差 し 金 は 、 今
の 電 卓 と 同 じ 機 能 が あ り ま す 。 た し 算 、 ひ
き 算 は も と よ り 、 か け 算 ・ わ り 算 ・ 分 数 ・ ル ー
ト ・ 円 周 率 が 、 こ れ で わ か る ん で す 。  

今 回 、 卓 話 を す る に あ た っ て 、 右 官 と 左
官 の 事 を 調 べ ま し た 。  

昔 は 、 家 を 建 て る 時 に は 、 棟 梁 と 右 官 と
左 官 が い て 、 「 棟 梁 」 は 、 現 場 の 統 括 責 任
者 、 「 右 官 」 が 大 工 、 木 ( 木 材 ) を 加 工 し た
職 人 で 、 大 工 に は 、 宮 大 工 ・ 家 屋 大 工 ・ 数
寄 屋 大 工 ・ 船 大 工 ・ 建 具 大 工 ・ 家 具 大 工 ・
桶 屋 、 、 、 「 左 官 」 は 、 塗 装 ・ 内 壁 や 外 装 に
土 ・ 泥 ・ 漆 喰 を 塗 る 職 人 で あ っ た そ う で す 。  

そ れ で は 、 ど う し て 官 と 言 う 字 を 付 け た



- 4 -

の か ！ 一 説 に は 、 職 人 は 公 務 員 で あ っ た 、
と も 言 わ れ て お り ま す 。 昔 は 、 皇 居 や お 城
の 修 繕 の 時 に 、 お 城 の 中 に は 、 町 人 は 入
る こ と が 出 来 な か っ た た め 、 職 人 に 官 位 を
付 け た そ う で す 。  

こ こ か ら が 、 肝 心 な と こ ろ で 。 右 官 と 左 官
ど ち ら が 偉 い の か を ま た 、 調 べ ま し た 。  

日 本 で は 、 古 来 よ り 、 右 と 左 と で は 、 左
の 方 が 地 位 が 高 く 上 位 に な り ま す 。 天 皇 が
御 所 で 座 ら れ る 時 は 、 太 陽 の 方 向 、 南 向 き
で 太 陽 は 東 ( 左 手 ) か ら 登 り 、 西 ( 右 手 ) へ 沈
み ま す 。 そ こ で 、 左 手 が 上 位 と な り ま す 。  
「 左 大 臣 」 と 「 右 大 臣 」 で は 左 大 臣 の 方 が
上 位 、 つ ま り 、 「 右 官 」 と 「 左 官 」 と で は 左 官
の 方 が 上 位 。 同 じ 理 由 で 、 「 東 の 横 綱 」 と
「 西 の 横 綱 」 で は 東 の 横 綱 の 方 が 上 位 と な
り ま す 。 右 ・ 左 を 「 左 右 」 、 建 築 で 言 え ば 、 ２
枚 引 違 い 戸 は 、 左 が 前 で す 。 着 物 は 、 左
が 上 、 あ く ま で も 、 自 分 か ら 見 て 左 で す 。  
関 東 雛 ・ 京 雛 の 違 い は 、 お 内 裏 様 と お 雛
様 が 逆 に な っ て い ま す 。 「 男 雛 」 は 天 皇 陛
下 、 「 女 雛 」 は 皇 后 陛 下 で す 。 古 来 の 考 え
方 で い け ば 、 京 雛 が 正 し い 事 に な り ま す 。  
で は 、 関 東 雛 は 、 ど う し て 逆 に な っ て い る
の か 、 明 治 以 降 、 天 皇 様 が 東 京 へ 移 り 西
洋 文 化 が 進 ん だ 事 に あ り ま す 。 西 洋 で は 、
レ デ ィ ー フ ァ ー ス ト で あ り 、 「 r i g h t 」 右 と 言
う 言 葉 が 「 正 し い 」 と い う 意 味 で 使 わ れ る こ
と に も 表 れ て い ま す 。 も し も の 時 、 男 性 が
右 手 に 剣 を 持 ち 、 左 手 で 女 性 を か ば う た め
と 言 う 説 も あ り ま す 。 大 正 天 皇 が 、 そ れ に
倣 っ て 公 式 の 場 所 で 反 対 の 席 に 位 置 さ れ
ま し た 。 そ し て 昭 和 天 皇 の 即 位 式 で 、 そ れ
ま で 公 開 さ れ る こ と な く 、 初 め て 新 聞 に 掲
載 さ れ て 以 降 、 東 京 の 雛 人 形 組 合 が 、 そ
れ ま で と は 、 逆 の 並 び に す る 事 を 決 め た そ
う で す 。  

右 官 で も 左 官 で も な い 職 人 が 「 鳶 職 人 」
で 、 江 戸 時 代 に は 、 大 工 ・ 左 官 ・ 鳶 は 、 「 華
の 三 職 」 と 呼 ば れ 、 人 々 の 憧 れ で し た 。
「 火 事 と 喧 嘩 は 江 戸 の 華 」 と 言 わ れ る ほ
ど 、 頻 繋 に 火 事 が 起 き て い て 、 ２ 〜 ３ 年 に
一 度 は 大 火 事 が 起 き 、 数 千 〜 数 万 の 犠 牲
者 が 出 た と 言 わ れ て い ま す 。 そ ん な 中 活 躍

し た の が 「 火 消 し 」 と 呼 ば れ る 消 防 組 織 で
そ の ほ と ん ど は 、 鳶 職 を 本 業 と し て い ま し
た 。 時 代 劇 の 「 暴 れ ん 坊 将 軍 」 と 言 う ド ラ マ
に 出 て く る 、 町 火 消 し の 「 め 組 」 で す 。 歴 史
あ る 鳶 職 人 は 、 今 で も 高 所 作 業 を す る 建 設
業 に は な く て は な ら な い 職 人 だ と 思 い ま
す 。  

最 後 に 父 か ら 教 え て も ら っ た 雑 学 で す 。  
・ 出 窓 の 由 来 は 、 岡 場 所 ( 吉 原 、 遊 郭 ) の 呼
び 込 み 窓 ( 格 子 窓 と も 言 わ れ た そ う で す 。 )  
・ 神 棚 の 寸 法 は 決 め ら れ て い て 、 幅 が ３ 尺
６ 寸 ５ 分 、 奥 行 き が 尺 ２ 寸 、 厚 み が １ 寸 。 意
味 は 、 一 年 ・ 十 二 か 月 ・ 三 百 六 十 五 日 ・ 毎
日 、 手 を 合 わ せ る 。  

父 が 亡 く な る 少 し 前 に 、 「 大 工 は 、 バ カ じ
ゃ な れ ず 利 口 は や ら ず 」 っ て 、 子 供 た ち に
言 っ た ん で す 。 今 、 考 え る と 、 大 工 を 極 め
て 、 棟 梁 に な れ 、 と 言 う 意 味 だ っ た と 思 い
ま す 。 今 度 か ら 、 大 工 ・ 右 官 で な く 、 私 は 、
の ん べ ぇ の 棟 梁 で す 。 と 、 言 う 事 に し ま す 。  

何 の た め に も な ら な い 、 話 し で し た が 、
聞 い て 頂 き 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
 
ニ コ ニ コ B O X ～         ￥ 2 6 , 0 0 0 -  
☆ 鈴 木 健 治 会 員 卓 話 と て も 楽 し み で す 。  
佐 久 間 ・ 杉 ・ 遠 藤 ・ 浅 野 正 敏 ・ 植 村 ・ 中 島 貞
好 ・ 飯 生 ・ 三 井 仁 晶 ・ 中 村 ・ 佐 々 木 ・ 上 代 ・
池 田 ・ 栗 原 ・ 江 頭 ・ 上 村 ・ 永 田 ・ 飯 田 ・ 杉
山 ・ 朝 戸 ・ 菊 川 ・ 稲 山 ・ 三 井 啓 久  
☆ 鈴 木 さ ん 卓 話 を 引 き 受 け て 下 さ り  
あ り が と う ご ざ い ま す 。 楽 し み で す 。 君 塚  
☆ 黒 澤 様 、 村 上 様 よ う こ そ 八 千 代 R C へ  

稲 山 ・ 三 井 啓 久  
☆ や っ と 秋 ら し く な り 、 彼 岸 花 が 咲 き 始 め ま
し た 。 ９ / ２ ０ ～ ２ ８ ま で 彼 岸 花 ま つ り で す 。
皆 さ ま の ご 来 園 を お 待 ち し て い ま す 。 杉 山  
 
友 愛 B O X ～         ￥ 1 6 , 0 0 0 -  
☆ 結 婚 記 念 日 。 振 り 返 れ ば 嬉 し く も あ り  
悲 し く も あ り 。 。 。  橋 本  
☆ 妻 に 誕 生 祝 い あ り が と う ご ざ い ま す 。  
リ ハ ビ リ も 頑 張 っ て 車 椅 子 か ら 歩 行 器 に ま で
な り ま し た 。  杉  
☆ 妻 も 還 暦 を 迎 え ま し た 。  谷 田 貝  
☆ 妻 へ 誕 生 日 の プ レ ゼ ン ト  

あ り が と う ご ざ い ま す 。  鈴 木 健 治  

 近 隣 ク ラ ブ 例 会 日  
火 曜 日  四 街 道 R . C  
火 曜 日  八 千 代 中 央 R . C  
水 曜 日  習 志 野 R . C  
水 曜 日  佐 倉 中 央 R . C  
木 曜 日  佐 倉 R . C  
木 曜 日  習 志 野 中 央 R . C  

  例 会 場  
四 街 道 ゴ ル フ 倶 楽 部  

ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館  
ｳｨｼｭﾄﾝﾎﾃﾙ･ﾕｰｶﾘ 最終ｵﾘﾍﾞｰﾄ夜間 

佐 倉 商 工 会 議 所  

習 志 野 商 工 会 議 所 会 館       ９ 月 の ロ ー タ リ ー レ ー ト １ ド ル ￥ １ ４ ７ -  
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